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2� 広報あかいがわ　2025.7.1

予算執行状況
　村民のみなさんに、赤井川村の財政状況を理解していただくために、令和６年度の予算執行状況をお知らせし
ます。みなさんが納める税金や国、道からの補助金は、私たちの生活をより良くするために様々な形で使われて
います。これは、令和７年３月31日現在でどのくらい納められ、どのように使われているかの状況です。

◆一般会計《歳入》 （表１） ※上段は令和５年度、下段は令和６年度、（ ）内は前年を100とした割合

歳　入　合　計 253,386.0万円
277,875.8万円（109.67%）

使用料及び手数料 2,844.8万円
3,537.4万円（124.35%）

国庫支出金 15,055.9万円
22,380.9万円（148.65%）

道 支 出 金 4,271.7万円
5,708.3万円（133.63%）

◆一般会計《歳出》 （表２）　 ※上段は令和５年度、下段は令和６年度、（ ）内は前年を100とした割合
議　会　費 4,595.0万円

4,618.8万円（100.52%）
総　務　費 72,643.3万円

　46,522.4万円 （64.04%）
民　生　費 31,378.2万円

35,991.9万円（114.70%）
衛　生　費 28,129.0万円

38,317.9万円（136.22%）
農林水産業費 14,944.4万円

16,413.2万円（109.83%）

※�村の歳入（表１）を科目別に見ると、一番多いのが地方交付税（国で集めた税金を一定の割合で交付するお金）の
12億1,847万2千円で収入の約50％を占めています。一方、「歳入」が村に入ってくるお金であることに対して、「歳出」
はその入ってきたお金をどのように使ったものかを示すものです。令和６年度の歳出総額（表２）は、前年度に比
べて1億8,959万6千円多い27億8,696万円となりました。

地方譲与税 4,557.7万円
4,753.9万円 （104.30%）

寄　附　金 34,642.3万円
27,219.3万円 （78.57%）

繰　入　金 1,676.3万円
2,700.9万円（161.12%）

分担金及び負担金 485.7万円
287.2万円 （59.13%）

株式等譲渡所得割交付金 47.7万円
85.1万円 （178.41%）

地方消費税交付金 3,275.2万円
3,371.0万円 （102.93%）

法人事業税交付金 299.8万円
328.4万円 （109.54%）

利子割交付金 4.2万円
5.8万円 （138.10%）

財 産 収 入 1,130.0万円
806.1万円 （71.34%）

配当割交付金 40.8万円
55.4万円 （135.78%）

繰　越　金 8,819.9万円
7,336.7万円 （83.18%）

自動車税環境性能割交付金 417.3万円
450.6万円 （107.98%）

村　　　税 34,202.5万円
33,719.6万円 （98.59%）

消　防　費 16,213.9万円
15,765.7万円 ��（97.24%）�

教　育　費 19,206.2万円
18,869.5万円 ��（98.25%）

公　債　費 24,237.8万円
24,031.6万円 ��（99.15%）

商　工　費 15,718.2万円
27,239.3万円（173.30%）

村　　　債 18,741.0万円
38,008.5万円（202.81%）

交通安全対策特別交付金 0.0万円
0.0万円 （0.00%）

自動車取得税交付金 34.7万円
0.0万円 （皆減）

諸　収　入 4,489.7万円
4,757.2万円（105.96%）

歳　出　合　計 259,736.4万円
278,696.0万円（107.30%）

地方特例交付税 39.0万円
516.3万円（1,323.85%）

地方交付税 118,309.8万円
121,847.2万円 （102.99%）

土　木　費 30,999.4万円
48,857.7万円 （157.61%）�

災害復旧費 1,671.0万円
2,068.0万円 （123.76%）
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3 広報あかいがわ　2025.7.1

◆特別会計《歳入・歳出》 �※上段は令和５年度、下段は令和６年度、（ ）内は前年を100とした割合
歳　出 1,775.1万円

1,963.8万円（110.63%）
歳　入 1,812.6万円

2,097.8万円（115.73%）後期高齢者医療

歳　出 4,376.2万円
4,602.1万円（105.16%）

歳　入 4,680.5万円
4,874.4万円（104.14%）国民健康保険事業

※�特別会計とは、特定の収入を持って特定の支出に充てるような事業について、その支出を明らかにするために一般会計と
区分して設けられるものを言います。

◆令和６年度予算の執行状況                                                           （単位：万円）

会　　　計　　　名 予算額 収入済額 執行率 前年度 支出済額 執行率 前年度
一 般 会 計 293,720.7 277,875.8 94.6% 91.1% 278,696.0 94.9% 91.2%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,123.0 2,097.8 98.8% 93.5% 1,963.8 92.5% 91.5%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,992.3 4,874.4 97.6% 97.6% 4,602.1 92.2% 91.2%

※簡易水道会計、下水道会計については、令和６年度より公営企業会計へ移行したため、記載しておりません。
※一般会計の収入が不足となっていますが、基金を一時運用しています。
※予算額には、前年度の繰越事業費も含まれています。

◆基　金 （単位：万円）
区　　分 令和６年度 令和５年度

（　一　般　会　計　）
財 政 調 整 基 金 40,962.2 37,395.7
公 共 施 設 整 備 基 金 59,930.6 59,874.8
敬 老 福 祉 基 金 13,682.5 13,679.5
減 債 基 金 15,088.9 14,337.7
土 地 開 発 基 金 1,021.1 1,021.1
農 産 物 価格安定基金 5,688.6 5,685.8
畑地かんがい排水施設管理基金 4,818.1 5,123.1
ふ る さ と 創 生 基 金 5,000.0 5,000.0
さ く ら ・もみじ基金 4,416.6 4,746.3
移住・定住支援事業基金 0.1 0.1
赤井川村森林環境譲与税基金 133.9 1,351.5
備 荒 資 金組合納付金 126.122.0 125,613.8

計 276,864.6 273,829.4
（　特　別　会　計　）
財政調整基金（国保） 1,969.1 1,729.8

合　　　計 278,833.7 275,559.2

※�村では、財政に余裕のあるときは積み立てして、苦しい時
または必要に応じて取り崩すためにお金を蓄えています。
基金には大きく分けて２つの種類があり、一つは特定の目
的のために財産を維持し基金を積み立て、もう一つは定額
の資金を運用するために設置されるものです。

◆長期借入金の残高
区　　分 令和６年度末現在 令和５年度末現在

一 般 会 計 23億4,455万円 21億9,822万円

※�長期借入金（起債）のうち、そのほとんどは地方交付税
で償還金に対する財源措置がされており、村は将来的な
返済の負担軽減を図るため、有利な起債事業を選択して
各種施策を行っています。

◆一時借入金の残高
（R７年３月末日現在）

一般会計 0円
※�長期借入金とは、地方公共団体が、道路・下水道・学
校等の公共施設を整備する際に多額な経費を要し、税
収等の一般財源で賄うことが困難な場合、一会計年度
を超えて借りる借入金のこと。これに対し、一会計年
度内での一時的な借入を一時借入金といいます。

◆村の財産状況（R７年３月末日現在）

◆土　地� 16,753,116㎡
◆建　物� 34,342㎡
◆有価証券� 20万円
◆出資による権利
� 395.2万円

※�村もみなさんの家庭と同様に
財産を持っています。土地、
建物の他に出資による権利、
株券などです。財産には、よ
り良い行政サービスを提供す
るためのものや、公共のため
に必要な団体などを支援する
ことを目的に所持するものな
どがあります。
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4� 広報あかいがわ　2025.7.1

　今年の歩こう会は、幼児から大人まで20名の参加者が役場を出
発し、アクアクリーンセンターを通過し池田方面へ進み「池田水源地」
を目指しました。帰りは、「池田澤小学校跡標柱」を経由し出発地
点の役場に戻る、約９㎞の道のりを歩きました。
　当日は、余市川クリーンアップ作戦も開催されており、ゴミを拾
いながら歩きました。また、教育委員会職員から村にある標柱や
草花などの説明もあり、参加者は最後まで楽しく歩ききることがで
きました。参加された皆さま、お疲れ様でした。

歩こう会
2025.5.17　赤井川村内

　令和７年５月17日（土）、余市川流域の３町村（余市町・仁木町・
赤井川村）が合同で行っている余市川クリーンアップが実施され、
赤井川会場では65名の方々に参加いただきました。
　当日は暑い中での作業でしたが、丁寧にごみを拾っていただい
た結果、約200㎏が回収されました。
　ご参加いただいた皆様ありがとうございました。
　これからも豊かな自然環境を守っていくため、活動へのご理解・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

第３１回余市川クリーンアップ作戦
2025.5.17　赤井川村内

狂犬病予防注射
2025.5.30　赤井川村内

　毎年実施している犬の登録と狂犬病予防注射が５月30日（金）に
行いました。
　今年は、当日新規登録された犬は０頭、注射をした犬は22頭で
した。
　予防注射は飼い主の義務であり、もしもの時は他者に対する責
任も発生しますので、来年も忘れずに予防注射の接種をお願い致し
ます。

　今年もボランティアサークルひまわり会のご協力により、村体育
館前花壇の花植えを行いました。
　ボランティアの皆さんが手際よく植えてくださり、予定していた時
間よりもはやく終了することができました。
　ひまわり会の皆さん、お忙しい中での作業ありがとうございました。
　マリーゴールドなど様 な々花が植えられていますので、咲き誇って
いる姿をお近くをお通りの際は、是非鑑賞してみてください。

体育館の花壇がきれいになりました
2025.5.29　村体育館

2025年7月号【本編】　.indd   42025年7月号【本編】　.indd   4 2025/06/18   17:15:412025/06/18   17:15:41



5 広報あかいがわ　2025.7.1

Topics

赤井川小学校運動会
2025.5.31　赤井川小学校

　運動会のはじめに、３～６年生が迫力のあるカルデラ太鼓の演
奏を披露してくれました。
　開会式では、３名の１年生が元気いっぱいの選手宣誓を行いま
した。
　各学年の徒競走ではみな力強い走りを見せてくれました。赤小
ソーランではしっかりと振り付けを覚え、体をいっぱいに使って踊
りました。団体種目は１～３年生が玉転がし、４～６年生が玉入
れ、最後に全校生徒でリレーを行いました。リレーは接戦の末に
見事白組が勝利しました。運動会全体の総合点は、紅白が同点で、
両組が優勝となりました。どちらの組も練習の成果を発揮していて、
とても見ごたえのある運動会になりました。
　夏を思わせる素晴らしい天気の中多くの保護者の皆様、地域の
皆様の応援をいただきました。ありがとうございました。

「第２回お田植え祭」が開催されました
2025.6.1　字都

　６月１日（日）、赤井川水稲部会が、村の子どもたちに農業機械
の乗車等を体験してもらい、農業に興味のある子供を増やすことを
目的として開催し、村内から大人・子供を合わせ42名が参加しました。
　参加者は農家の指導を受けながら田んぼにて農業機械の乗車や
手植え体験を行いました。乗車体験では、田植え機に苗をセットし
たり、実際に運転しました。真っ直ぐに運転するのは難しく、曲がっ
てしまうこともありましたが、初めての体験に皆さん楽しそうに取り
組んでいました。その後は手植え体験も行い、泥の感触を楽しみ
ながら一株一株丁寧に苗を植える様子が見られました。機械とはま
た違った体験に、より一層農作業の大変さや楽しさを実感している
ようでした。
　田植え作業の後には、今が旬のアスパラガスを添えたカレーライ
スがふるまわれ、参加者はおいしそうに食べていました。
　部会長の石川氏は、「田植えを楽しみ、お米を好きになってもら
えたら嬉しい。」と話しており、参加者にとって思い出に残る1日とな
りました。

　今年度も、北海道教育大学の留学生が来村し、夏季国際交流
事業を行いました。
　１日目に、赤井川小学校と中学校へ行き、児童生徒と交流を行
いました。学校では、授業を見学したり、自国の紹介をしたりした
後で児童生徒から質問を受けていました。夜の歓迎会では、主に
小中学生の参加があり、留学生が考え用意してくれていたゲームな
どで交流を行いました。
　２日目は、都小学校の運動会に参加しました。留学生たちは、
借り人競争や赤井川音頭など、地域の方を対象としている競技に
参加しました。運動会を初めて体験する学生も多く、戸惑いなが
らも楽しそうに参加していました。午後から予定していた農業体験
は、前日の雨の影響で残念ながら実施できませんでしたが、アリス
ファームを見学させていただきました。その後、カルデラ太鼓保存
会の皆さんに協力いただき、もちつき体験とカルデラ太鼓の演奏を
行いました。
　留学生たちは８月下旬にはそれぞれ帰国するとのことですが、大
学だけでは体験できなかったことをこの２日間でして、大変充実し
た時間を過ごすことができたと喜んでいました。ご協力いただいた
皆さま、ありがとうございました。

夏季国際交流
2025.6.6～7　赤井川村内
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6� 広報あかいがわ　2025.7.1

　令和７年６月10日（火）の赤井川村開村記念日に、村政の振興発
展に長年に渡りご尽力された３名の方 を々称え、生活改善センター
にて、赤井川村表彰式を挙行しました。受賞された皆様、この度
は誠におめでとうございます。
　今後とも村の発展のためにご指導、ご協力いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。
佐々木秀樹氏【社会貢献賞】
國重　嘉政氏【社会貢献賞】
湯澤　節子氏【社会貢献賞】

赤井川村表彰式
2025.6.10　生活改善センター

　６月10日、村内の児童・生徒、そして関係期間の皆さんと一緒に、
冷水峠展望所下で『ふれあいの森�「カルデラの森」植樹活動事業』
を行いました。
　冷水峠の展望を維持するため、成長しても背の高くならない低木
を植樹することとし、当日は、スコップで小さな苗木に土をかけた
り、苗木を丁寧に植えたりと、みんな一生懸命に取り組んでいまし
た。ふるさとの自然にふれ、木を植える体験を通して、「木を育て
ることの大切さ」や「自然を守る気持ち」が育まれたと思います。
　この活動を通して、たくさんの笑顔と優しい気持ちがあふれる一
日になりました。
　関係各所の皆さまのご協力に、心より感謝申し上げます。
　今後も、自然ともに郷土愛を育む植樹活動を続けて参ります。
　（※この活動は、道民ひとり1本植樹・育樹運動の一環です。）

「カルデラの森」植樹活動
2025.6.10　冷水峠展望台

都小学校閉校記念大運動会
2025.6.7　都小学校

　都小学校最後となる「都小学校閉校記念大運動会」が実施され
ました。今年は、最後の都小学校運動会ということもあって、地
域・保護者の方々が多数参加し、大いに盛り上がりを見せていまし
た。また、今年も北海道教育大学の留学生の皆さんに参加してい
ただきました。
　開会式では、児童一人ひとりが運動会に向け、力強い決意表明
を会場の方々に届けることができました。
　留学生を交えた「借り人競走」や都小学校恒例種目「与作」、そ
して、閉校記念ということで、「大人綱引き」や「〇×クイズ」の２種
目が加わり、多くの方が競技に参加する運動会にもなりました。プ
ログラムの最後を飾ったのは、一人あたりトラック半周という長い距
離を走る全校児童による「紅白リレー」です。子供たちの力いっぱ
いの走りに最後まで目が離せない白熱した競技となりました。
　閉会式が終わる最後まで温かく子供たちの姿を見守っていただ
いた保護者の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。
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年
の
冬
に
香
港
テ
レ

ビ
局
（
T
V
B
）
に
よ
り
、
美

し
い
村
連
合
に
加
盟
す
る
赤
井

川
村
の
取
材
が
行
わ
れ
、
香
港

T
V
B
の
旅
番
組＜

日
本
最
美

村
落＞

に
て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
あ
か
い
が
わ
や
赤
井

川
村
カ
ル
デ
ラ
太
鼓
保
存
会
な

ど
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
放

映
さ
れ
た
様
子
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
の
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
香
港
の
テ
レ
ビ
番
組
の
た
め
、

　

音
声
は
広
東
語
と
な
っ
て
い

　

ま
す
。

　

https://w
w
w
.akaigaw

a.com
/

　

kurashi/kyouiku/

赤
井
川

　

村
カ
ル
デ
ラ
太
鼓
保
存
会/

香
港
テ
レ
ビ
局
（
T
V
B
）

に
よ
る
赤
井
川
村
の
取
材
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近
年
、
煙
道
火
災
（
煙
突
火

災
）
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
寒
い
時
期
に
は
な
か

な
か
掃
除
出
来
な
い
薪
ス
ト
ー

ブ
や
煙
突
の
掃
除
を
し
ま
せ
ん

か
？

　

煙
道
火
災
の
原
因
は
、

①
乾
燥
し
て
い
な
い
薪
を
使
用

⇒

完
全
に
乾
燥
し
て
い
な
い
薪

　

を
使
用
す
る
こ
と
で
煙
突
内

　

に
煤
な
ど
が
付
着
し
や
す
く

　

な
り
ま
す
。

②
空
気
の
絞
り
す
ぎ

⇒

空
気
を
絞
る
こ
と
で
不
完
全

　

燃
焼
状
態
に
な
り
、
低
温
で

　

薪
が
燃
や
さ
れ
て
し
ま
い
、

　

煤
等
が
完
全
に
燃
焼
さ
れ
ず

　

煙
突
の
中
を
汚
し
て
し
ま
い

　

ま
す
。

③
掃
除
の
怠
り

⇒

①
、
②
を
自
分
が
気
付
か
な

　

い
う
ち
に
や
っ
て
し
ま
い
長

　

年
に
亘
り
使
用
し
た
こ
と
で

　

煙
突
内
が
煤
等
で
汚
れ
て
し

　

ま
い
、
排
気
が
う
ま
く
い
か

　

な
い
こ
と
に
よ
る
薪
ス
ト
ー

　

ブ
の
燃
焼
機
能
低
下
や
、
煤

　

な
ど
が
燃
焼
し
知
ら
ぬ
間
に

　

火
災
に
な
り
ま
す
。

　

煙
道
火
災
は
不
意
に
火
災
に

な
り
、
消
火
に
時
間
が
か
か
る

火
災
で
す
。
日
頃
の
点
検
、
清

掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
官
の
仕
事
は
、
交
番
勤

務
や
犯
罪
捜
査
、
防
犯
活
動
、

交
通
指
導
取
締
、
災
害
救
助
な

ど
様
々
な
職
種
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
特
技
や

個
性
を
活
か
し
て
、
活
躍
で
き

る
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
、「
北
海
道
警
察
」

を
も
っ
と
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か

？
北
海
道
警
察
で
は
、
W
E
B

や
対
面
式
な
ど
、
い
ろ
ん
な
説

明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

採
用
セ
ン
タ
ー
の
S
N
S
な
ど

で
い
つ
で
も
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

受
験
申
込
み
は
７
月
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
警
察
官
に
な
っ
て

私
達
と
一
緒
に
北
海
道
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

道
内
で
過
去
５
年
間
に
起
き

た
飲
酒
事
故
を
分
析
す
る
と
、

４
割
以
上
が
土
曜
日
・
日
曜
日

の
週
末
に
起
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
郊
外
部
よ
り
も
街
中
で

の
事
故
が
多
く
、
実
に
飲
酒
事

故
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

し
た
。

　

酔
っ
払
う
と
運
動
機
能
や
判

断
能
力
が
低
下
し
、
事
故
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
き
は
、
飲
む

前
に
車
を
運
転
せ
ず
に
済
む
手

段
を
用
意
し
、
絶
対
に
飲
酒
運

転
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

左
記
U
R
L
か
ら
道
警
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
飲
酒
運
転
は
１
１
０
番
通
報
！
）

に
移
行
し
ま
す
。

　

広
報
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
我
が
国
の
社
会
情
勢

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
ほ
か
、

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
的
な

情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
る
中
で
、
テ
ロ
情
勢
も
依

然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

テ
ロ
対
策
は
、
警
察
に
よ
る

取
組
の
み
で
は
十
分
で
は
な
く
、

関
係
機
関
、
民
間
事
業
者
、
地

域
住
民
の
皆
様
な
ど
と
緊
密
に

連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　
「
何
か
変
だ
な
」「
い
つ
も
と

違
う
な
」と
感
じ
た
ら「
１
１
０

番
」！

　

テ
ロ
未
然
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　

７
月
10
日（
木
）
15
時
30
分

　

７
月
25
日（
金
）
14
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

７
月
25
日（
金
）
13
時

■
違
反
講
習
・
初
回
講
習（
２
時
間
）

　

７
月
10
日（
木
）
13
時

※�

会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

民
館
で
す
。

※�

該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※�

「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
用

し
て
い
る
方
へ
…

使
わ
な
い
時
期
に
掃

除
を
し
ま
せ
ん
か
？

余
市
警
察
署
だ
よ
り

北
海
道
警
察
官
募
集
中

「
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る
」

運
転
免
許
更
新
時
講
習

飲
酒
運
転
の
根
絶

テ
ロ
の
未
然
防
止
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　夏本番、熱中症にご注意を。
　暑さ指数が高い日（熱中症の危険性が高い日）には
防災無線でお知らせします。
　健康支援センター悠楽室を平日８：30～17：15の間
暑熱避難施設としてご利用できます。

　　

令
和
７
年
４
月
に
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
対
象
者
の

方
々
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

し
た
。
５
月
末
時
点
で
の
接
種

者
は
43
名
、
任
意
接
種
（
40
歳

～
64
歳
）
の
申
込
み
は
14
名
で

す
。
接
種
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
か
ら
各
種
の
質
問
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

く
あ
る
質
問
と
回
答
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答

○
帯
状
疱
疹
と
は
ど
の
よ
う
な

　

病
気
で
す
か
。

→
水
痘
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
が

　

再
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

神
経
に
沿
っ
て
、
痛
み
を
伴

　

う
水
疱
（
水
ぶ
く
れ
）
が
現

　

れ
る
皮
膚
の
病
気
で
す
。
合

　

併
症
の
一
つ
に
皮
膚
の
症
状

　

が
治
っ
た
後
に
も
痛
み
が
残

　

る
「
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
」

　

が
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障

　

を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
水
ぼ
う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ

　

と
が
あ
っ
て
も
ワ
ク
チ
ン
は

　

必
要
で
す
か
。

→
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う

　

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

　

な
ら
、
誰
で
も
か
か
る
可
能

　

性
が
あ
り
ま
す
。
予
防
の
た

　

め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

お
勧
め
し
ま
す
。

○
帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た
こ
と

　

が
あ
っ
て
も
ワ
ク
チ
ン
の
接

　

種
の
対
象
で
す
か
。

→
帯
状
疱
疹
は
数
％
の
割
合
で

　

再
発
す
る
こ
と
が
あ
り
、
か

　

か
っ
た
こ
と
の
あ
る
方
で
も
、

　

接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
か
か
っ
た
直
後
は

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
ま
せ

　

ん
。
症
状
が
落
ち
着
つ
い
て

　

か
ら
医
療
機
関
へ
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

○
す
で
に
発
症
し
た
帯
状
疱
疹

　

後
の
神
経
痛
に
対
し
て
効
果

　

は
あ
り
ま
す
か
。

→
効
果
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

赤
井
川
村
で
は
、
不
妊
治
療

を
受
け
て
い
る
方
の
治
療
費
や

交
通
費
な
ど
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
助
成
事
業
を

開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
治

療
は
、
医
療
保
険
適
用
の
不
妊

治
療
と
併
用
し
て
実
施
し
た
先

進
医
療
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

①
不
妊
治
療
の
開
始
日
が
令
和

　

７
年
１
月
1
日
以
降
で
あ
る

　

こ
と

②
不
妊
治
療
開
始
日
の
妻
の
年

　

齢
が
43
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
申
請
時

　

に
赤
井
川
村
に
住
所
を
有
す

　

る
こ
と

■
助
成
の
内
容

○
治
療
費
～
先
進
医
療
の
不
妊

　

治
療
の
７
割
を
助
成
（
５
万

　

円
上
限
）

○
交
通
費
～
自
宅
か
ら
医
療
機

　

関
ま
で
の
距
離
が
片
道
25
㎞

　

を
超
え
た
場
合
、
距
離
に
応

　

じ
て
交
通
費
の
一
部
を
助
成

■
各
種
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係　

　

保
健
師

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

赤
井
川
村
で
暮
ら
す
「
高
齢

者
の
方
の
皆
さ
ん
の
総
合
相
談

窓
口
」
と
し
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

高
齢
者
ご
本
人
様
、
ご
家
族

様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
な
た
か

ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
４
８

－

５
２
０
５
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
来
所
、
お
電
話
、
訪
問
ど
れ

　

で
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

※
平
日
に
限
り
ま
す
。

　

後
志
広
域
連
合
で
は
、
介
護

保
険
料
の
普
通
徴
収
納
付
書
通

知
書
を
７
月
10
日
頃
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
納

期
は
７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

の
年
８
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

　

介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制

度
に
お
い
て
大
切
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
誰
も
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
保

険
料
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

各
納
期
限
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　

℡
０
１
３
６

－

５
５

－

８
０
１
３

○
保
健
福
祉
課
介
護
医
療
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

先
進
不
妊
治
療
費
等

助
成
事
業
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
普
通
徴
収

納
期
限
の
お
知
ら
せ

期　別 納　期　限
第１期 令和７年７月25日（金）
第２期 令和７年８月25日（月）
第３期 令和７年９月25日（木）
第４期 令和７年10月27日（月）
第５期 令和７年11月25日（火）
第６期 令和７年12月25日（木）
第７期 令和８年１月26日（月）
第８期 令和８年２月25日（水）

■介護保険料納期限

赤
井
川
村
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
の
方

の
総
合
相
談
窓
口
で
す
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余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

７
月
に
当
事
業
所
の
メ
ン
バ

ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
赤
井
川

村
に
伺
い
、
こ
の
地
域
で
生
活

し
て
い
る
当
事
者
の
方
と
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
、
好
き
な
活

動
を
い
っ
し
ょ
に
し
た
り
す
る

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

（
共
生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

７
月
17
日
（
木
）

　

13
時
15
分
～
15
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

○
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

　

℡
３
５

－
２
０
５
０

○

N
P
O
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　５月１日に地域おこし協力隊として着任し、早くも１カ月が経ちました。毎日が新しい出会いや学びにあふれ
ており、「まだ１カ月？」と思ってしまうほど、充実した日々を過ごしています。時には「１日が24時間では足り
ない！」と感じることもあるほどです。
　活動をスムーズに始められているのは、先に着任していた嶋隊員・福田隊員が、地域の皆さまやこどもたち
との信頼関係を丁寧に築いてこられたからだと、日々感じています。そしてこの春、新たに三上隊員と私・石
井が加わり、協力隊（こどもの居場所担当）は４名体制となりました。
　現在は、まず４人のチームとしての連携を深めながら、活動の土台づ
くりを進めているところです。実はこの4人、血液型も性格も、得意分
野もそれぞれ異なりますが、その「違い」が良い刺激になっており、年
齢や性別を超えてチームとして成長できる手ごたえを感じています。
　今後は「子ども第三の居場所（※来年度スタート予定）」の実現に向け
て、こどもたち、そして地域の皆さまと真摯に向き合いながら、楽しく
力強く活動していきたいと思っています。
　ちなみに、嶋隊員・福田隊員・三上隊員は「こどもたちが憧れる身近
な大人担当」、私は「お笑い担当（!?）」というイメージで、日々笑顔を
忘れず活動しています。
　これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊　活動報告日誌
　No.26　地域おこし協力隊　石井　優子（いしい　ゆうこ）

　

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及

び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

状
況
を
左
記
の
通
り
報
告
致
し

ま
す
。

■
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
の

　

運
用
状
況

〇
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

２
件

〇
決
定
区
分

　

全
部
開
示　
　
　
　
　

１
件

　

一
部
開
示　
　
　
　
　

１
件

■
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

　

状
況

〇
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

な
し

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及
び

赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
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INFO
RMA

TION

INFO
RMA

TIONお知らせ
伝言板

地方創生の取り組み　～公共を担う組織づくり～
　先月号では、地方創生事業と地域おこし協力隊員制度をご紹介しました。
　道内外から赤井川村に移住した地域おこし協力隊員と地域のひと、地域外のひとが繋がり、「公共の担い手」
としての組織づくりをスタートしています。
　５月から連載してきました「地方創生の取り組み」ですが、最終回となる今月号では、「子ども第三の居場所」
の運営を担う「組織づくり」について、ご紹介します。

■「子ども第三の居場所」とは？
　令和８年４月開設を目指し、学校でもない、家庭でもない、こどもたちが安心して過ごすことができる居場所と
して、赤井川小学校に隣接する教員住宅を改修して施設整備をはじめました。
　施設では、①安心な場所であること、②生活リズムをつくる場所であること、③体験活動を経験できる場所で
あること、④宿題等の学習サポートをする場所であることを基盤として運営をしていきます。
　この施設の運営を担うのが、先月号でご紹介した地域おこし協力隊員４名となります。

　　　　昨年11月、民生委員協議会での子ども第三　　子ども第三の居場所に改修する教員住宅
　　　　の居場所視察の様子（東神楽町）

■なぜ、組織づくりが必要なのか？
　「子ども第三の居場所」づくりを進めるのに当たり、村では、多様な経験を有するスタッフの育成と確保、及び
運営方針の定着化を図るため施設の運営を専門的な組織に委託することが適切であると考えました。
　「子ども第三の居場所」運営という地域のこども支援に理解と情熱のある方、市町村から子ども第三の居場所
や学童保育などの運営受託の経験を有している方、こども支援に関する法人の設立・運営の経験を有している地
域外の方と地域内の子育て世代の協業により、「一般社団法人」を設立する準備を進めています。

■地域内に経済が循環する仕組みを整える!
　この法人の設立により、地域内に「子ども第三の居場所」を運営する組織体が生まれます。この組織に、様々
な社会人経験、こども支援の経験を有する地域おこし協力隊員がさらに加わり、施設の運営経験が蓄積され、
定着化し、その時々の情勢に合わせた学びも深め、「公益的民間組織」による、地域に暮らす「ひとたち」が運
営する仕組みが整い、新たな「しごと」を創設することになります。
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12� 広報あかいがわ　2025.7.1

お知らせ伝言板INFORMATION

■
開
催
月
日
／
５
月
26
日

■
会
議
案
件

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計

　

画
の
決
定
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
・
畑
な
ど
）
に
つ

い
て
、
下
記
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会

ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

◇
農
地
を
転
用
す
る
と
き

　

農
地
の
転
用
と
は
、
田
や
畑

な
ど
の
農
地
を
、
宅
地
な
ど
の

農
地
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、
農
業
委
員
会
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

転
用
の
計
画
が
あ
り
ま
し
た
ら

必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
許
可
を
受
け
な
い
で
転
用

し
た
場
合
や
、
許
可
の
内
容
と

異
な
る
目
的
に
転
用
し
た
時
に

は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
原

状
回
復
を
含
め
た
是
正
指
導
が

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地
以

外
で
あ
っ
て
も
農
業
振
興
地
域

に
該
当
す
る
土
地
で
あ
れ
ば
別

途
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
農

地
の
利
用
や
保
全
に
必
要
な
施

設
（
農
道
・
農
業
用
倉
庫
等
）

を
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

の
農
地
を
利
用
し
て
転
用
す
る

場
合
は
、
許
可
申
請
で
は
な
く
、

届
出
に
な
り
ま
す
。

◇
農
地
を
売
買
、
贈
与
す
る
と
き

　

農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売
買

等
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第
３

条
に
基
づ
い
て
申
請
し
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
は

耕
作
目
的
で
農
地
を
取
得
す
る

も
の
の
た
め
、
農
地
を
取
得
し

た
方
は
、
自
ら
農
作
業
に
常
時

従
事
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
相
続
で
農
地
を
取
得
し
た
と
き

　

相
続
に
よ
り
農
地
を
取
得
し

た
場
合
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
す
が
、
す
み
や
か
に
農
業

委
員
会
へ
届
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
農
地
法
第
３
条
の
３

第
１
項
）

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ

い
。

◇
受
付
件
数�

売
却
希
望　

８
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
７
年
６
月
14
日
）

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
」
で
は
、
建
築
デ
ザ
イ
ン

科
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
方

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

■
訓
練
内
容

　

C
A
D
を
使
用
し
た
各
種
建

　

築
図
面
の
製
作
技
法
を
学
び

　

ま
す
。

■
訓
練
期
間

　
10
月
1
日（
水
）～
３
月
16
日（
月
）

■
募
集
期
間

　
7
月
25
日（
金
）～
8
月
25
日（
月
）

■
応
募
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談

　

を
受
け
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　

出
願
書
類
を
提
出

■
選
考
日

　

９
月
４
日
（
木
）

■
選
考
場
所

　

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

■
試
験
内
容

　

数
学
、
国
語
、
面
接

■
お
問
い
合
わ
せ

○
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

○
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

　

発
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

Fax
０
１
２
５

－

５
２

－

９
１
７
７

■
一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者（
た

　

だ
し
、
32
歳
の
方
は
、
小
樽

　

地
域
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。）

■
受
付
期
間

○
第
2
回
試
験

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

９
月
２
日
（
火
）

　
（
締
切
日
必
着
）

■
試
験
日
程
等

○
１
次
試
験
日

　

９
月
13
日（
土
）～
21
日（
日
）

　

の
い
ず
れ
か
１
日

○
試
験
種
目

・
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

　

英
語
、作
文
及
び
適
性
検
査
）

■
自
衛
官
候
補
生

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者（
た

　

だ
し
、
32
歳
の
方
は
、
小
樽

　

地
域
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。）

■
受
付
期
間

○
第
１
回
試
験

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら

　

８
月
19
日
（
火
）

　
（
締
切
日
必
着
）

■
試
験
日
程
等

○
１
次
試
験
日

　

８
月
28
日（
木
）～
31
日（
日
）

　

の
い
ず
れ
か
１
日

○
試
験
種
目

・
筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

　

地
理
歴
史
、
公
民
及
び
作
文
、

　

適
性
検
査
）

・
口
述
試
験

・
身
体
検
査

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

各
種
自
衛
官
等
募
集

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
23
回

お

知

ら

せ

訓
練
生
の
募
集
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お知らせ伝言板INFORMATION

　

毎
年
、
道
路
愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
が
今
年
度
も
各
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
花
植
え
作

業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
で
は
、「
道
路
を
守
る
月
間
」

（
８
月
）
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
３
月
ま
で
に
参
加
団
体
を
募
り
、
５

～
６
月
を
目
途
に
国
道
、
道
道
及
び
村
道
沿
い
の
花
壇
に
花
を
植
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
参
加
協
力
団
体
に
14
箇
所
の
花
壇
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
走
行
す
る
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
令
和
７
年
度
参
加
団
体

①
日
本
赤
十
字
奉
仕
団（
原
良
憲

　

宅
前
）

②
一
町
内
区
会
（
シ
ル
バ
ー
ハ

　

ウ
ジ
ン
グ
）

③
赤
井
川
小
学
校（
学
校
前
）

④
都
小
学
校（
学
校
前
）

⑤
一
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑥
二
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑦
曲
川
区
会
（
曲
川
集
会
場
前
） 　

⑧
赤
井
川
建
設
協
会（
役
場
向
か

　
　

い
）（
冷
水
ト
ン
ネ
ル
駐
車
帯
）

　

⑨
赤
井
川
商
工
会
女
性
部

　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前
）

　

⑩
赤
井
川
中
学
校（
学
校
前
）

　

⑪
赤
井
川
カ
ル
デ
ラ
温
泉（
温

　
　

泉
前
）

　

⑫
道
の
駅
あ
か
い
が
わ（
道
の

　
　

駅
花
壇
）

　

⑬
鉄
建
Ｊ
Ｖ
（
旧
都
保
育
所
花

　
　

壇
）

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
「
道
路
を
守
る
月
間
」

と
し
て
、
全
国
的
に
道
路
愛
護

運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
赤

井
川
村
に
お
い
て
も
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
道
路
清
掃
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
道
路
脇
の

ゴ
ミ
も
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
空
き

缶
等
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
近
隣
住
民
の
迷
惑

ば
か
り
で
な
く
、
地
球
の
環
境

汚
染
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
す
。

自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
き
ち
ん

と
処
分
を
し
て
、
車
か
ら
の
ポ

イ
捨
て
等
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
路
愛
護
運
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

年
金
だ
よ
り

　

経
済
的
理
由
ま
た
は
失
業
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
、保
険
料
が
免
除
、ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
下
、

ま
た
は
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

（
免
除
）
と
な
る
制
度
で
す
。

所得のめやす
保険料額
（月額）単身世帯 ２人世帯

（夫婦のみ）
４人世帯

（夫婦・子２人）

全額免除 67万円 102万円 172万円 納付なし

４分の１納付
（４分の３免除） 88万円 126万円 202万円 4,380円

半額納付
（半額免除） 128万円 166万円 242万円 8,760円

４分の３納付
（４分の１免除） 168万円 206万円 282万円 13,130円

※２人世帯、４人世帯のご夫婦は、夫または妻のどちらかにのみ所
　得がある世帯、お子さんは16歳未満のめやすです。
※社会保険料控除等がある方につきましては、めやすが変動する場
　合があります。
※一部納付のめやすは社会保険料等を一定額納付していると仮定し
　ています。
※一部納付制度は納付すべき一部の保険料を納付されない場合、将来
　の年金額に反映されず、また死亡や障害といった不慮の事態が生じ
　た場合に、年金を受け取ることができなくなることがあります。

◇免除の対象となる所得のめやす、承認された場合の納付額（令和７年度） 国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

高齢者がいなくなったことに気づいたら
すぐに余市警察署へご連絡ください。
　「高齢者の行方不明が発生した」と伝
えてください。
Tel　０１３５―２２―０１１０
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■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2025.5.16 0.034 くもり
5.20 0.044 雨
5.23 0.035 くもり
5.27 0.033 晴れ
5.30 0.034 晴れ
6.3 0.035 くもり
6.6 0.034 雨
6.10 0.035 晴れ
6.13 0.036 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
２
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月
14

日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
50
％
・
平
30
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

７
月
の
気
象
情
報

　

令
和
７
年
５
月
26
日
の
戸
籍

改
正
法
の
施
行
に
よ
り
戸
籍
や

戸
籍
の
附
票
、
住
民
票
に
氏
名

の
振
り
仮
名
が
新
た
に
記
載
さ

れ
ま
す
。

■
記
載
す
る
予
定
の
振
り
仮
名
の
通
知

　

本
籍
地
の
市
区
町
村
か
ら
、

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の

　

氏
名
の
振
り
仮
名
の
通
知
書

　

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
通
知
書

　

は
戸
籍
単
位
で
作
成
さ
れ
、

　

原
則
と
し
て
筆
頭
者
の
住
所

　

地
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。（
同
一

　

戸
籍
で
住
所
が
異
な
る
方
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
住
所
地
に
郵
送

　

さ
れ
ま
す
。）

※
赤
井
川
村
に
本
籍
の
あ
る
方

　

へ
の
発
送
は
８
月
中
旬
頃
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
氏
名
の
振
り
仮
名
の
届
出

　

郵
送
さ
れ
て
き
た
通
知
に
記

　

載
さ
れ
て
い
る
振
り
仮
名
が

　

誤
っ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず

　

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
マ
イ

　

ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
の

　

オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
も
可
能
で

　

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

　

の
届
出
は
、
市
区
町
村
の
窓

　

口
へ
赴
く
必
要
が
な
い
た
め
、

　

大
変
便
利
で
す
。）
な
お
、
通

　

知
の
振
り
仮
名
が
正
し
い
場

　

合
は
、
届
出
は
不
要
で
す
。

　

氏
名
の
振
り
仮
名
の
届
出
は
、

　

令
和
８
年
５
月
25
日
ま
で
行

　

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
住
民
票
の
振
り
仮
名
に
つ
い
て

　

戸
籍
に
振
り
仮
名
が
記
載
さ

　

れ
る
と
、
住
民
票
に
も
自
動

　

的
に
順
次
、
振
り
仮
名
が
記

　

載
さ
れ
ま
す
。（
住
民
票
の
氏

　

名
の
振
り
仮
名
の
届
出
は
不

　

要
で
す
。）

※
住
民
票
の
振
り
仮
名
は
年
金

　

事
務
所
・
年
金
機
構
へ
も
情

　

報
連
携
さ
れ
て
い
る
た
め
、

　

年
金
の
受
取
口
座
の
「
フ
リ

　

ガ
ナ
」
と
相
違
す
る
と
、
情

　

報
が
一
致
し
な
い
こ
と
と
な

　

り
年
金
の
振
り
込
み
が
出
来

　

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。

※
戸
籍
の
振
り
仮
名
を
こ
れ
ま

　

で
の
住
民
票
上
の
読
み
方
と

　

変
更
し
た
場
合
は
、
口
座
名

　

義
の
変
更
手
続
き
も
併
せ
て

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課
住
民
係

　

電
話　

４
８

－

６
２
７
８

　

北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直

し
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考

え
る
日
。

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）、

北
海
道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る

松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政
府
に

「
北
加
伊
道（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」

と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
７

月
17
日
は
、「
北
海
道
み
ん
な

の
日
」、
愛
称
「
道
み
ん
の
日
」

で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再

発
見
し
、
北
海
道
を
誇
り
に
思

う
心
を
育
み
、
よ
り
豊
か
な
北

海
道
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期

す
る
日
と
し
て
平
成
29
年
に
制

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道

民
の
皆
様
に
は
北
海
道
に
愛
着

や
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

戸
籍
等
に
氏
名
の
振

り
仮
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）
が
記
載
さ
れ
ま
す

７
月
17
日
は

「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
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お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前�
月
・
日�

区
会（
ご
両
親
）

有
井　

巳し
ゆ結
さ
ん　

５
・
14　

２
都

（
有
井　

光
浩
さ
ん
・
千
奈
津
さ
ん
）

村
長
の
う
ご
き

〈
５
月
15
日
～
６
月
14
日
〉

（
５
月
）

15
日
◇
北
海
道
信
用
金
庫
経
済

　
　
　

講
演
会
／
札
幌
市

16
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

17
日
◇
第
31
回
余
市
川
ク
リ
ー

　
　
　

ン
ア
ッ
プ
作
戦
／
字
赤

　
　
　

井
川

19
日
◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

21
日
◇
防
備
隊
指
令
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
後
志
造
林
協
会
監
査
／

　
　
　

字
赤
井
川

22
日
◇
原
水
爆
禁
止
関
係
者
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
悠
楽
学
園
大
学
開
講
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

23
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
部

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

26
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　
「
後
志
段
階
要
望
運
動
」

　
　
　

／
小
樽
市
・
倶
知
安
町

27
日
◇
日
本
で
最
も
美
し
い
村

　
　
　

づ
く
り
北
海
道
連
携
会

　
　
　

議
定
期
総
会
／
清
里
町

　
　
　

／
～
28
日

30
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　
「
北
海
道
要
望
運
動
」／

　
　
　

札
幌
市

　
　

◇
舟
橋
利
実
政
経
セ
ミ
ナ

　
　
　

ー
／
札
幌
市

31
日
◇
赤
井
川
小
学
校
大
運
動

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
畑
で
レ
ス
ト
ラ
ン
／
字

　
　
　

赤
井
川

（
６
月
）

１
日
◇
お
田
植
え
祭
／
字
都

２
日
◇
辞
令
交
付
／
字
赤
井
川

３
日
◇
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
関

　
　
　

係
要
望
活
動
／
札
幌
市

５
日
◇
中
村
衆
議
院
議
員
第
３

　
　
　

回
国
会
セ
ミ
ナ
ー
／
東

　
　
　

京
都

　
　

◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
理
事
会
・

　
　
　

総
会
／
東
京
都

６
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　
「
中
央
段
階
要
望
運
動
」

　
　
　

／
東
京
都

９
日
◇
立
憲
民
主
党
第
４
区
総

　
　
　

支
部
移
動
後
志
地
域
国

　
　
　

政
・
道
政
懇
話
会
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
北
後
志
観
光
連
絡
協
議

　
　
　

会
通
常
総
会
／
小
樽
市

10
日
◇
赤
井
川
村
表
彰
式
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
カ
ル
デ
ラ
の
森
植
樹
会

　
　
　

／
字
日
ノ
出

　
　

◇
北
海
道
知
事
来
村
対
応

　
　
　

／
字
赤
井
川

11
日
◇
後
志
総
合
振
興
局
子
ど

　
　
　

も
担
当
部
長
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

12
日
◇
北
洋
銀
行
余
市
支
店
長

　
　
　

異
動
挨
拶
／
字
赤
井
川

13
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
経
済
産
業
局
部

　
　
　

長
異
動
挨
拶
／
字
赤
井

　
　
　

川

７
日
◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

８
日
◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

　
　
　

議
会

９
日
◇
新
規
就
農
研
修
者
面
談

12
日
◇
国
保
税
審
議
会

　
　

◇
役
場
庁
舎
改
修
に
関
す

　
　
　

る
職
員
説
明
会

21
日
◇
総
合
計
画
策
定
審
議
会

22
日
◇
国
際
交
流
推
進
委
員
会

　
　
　

定
期
総
会

23
日
◇
赤
井
川
村
議
会
臨
時
会

　
　

◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

26
日
◇
農
業
委
員
会
総
会

27
日
◇
教
育
委
員
会
会
議

　

■
日
時

　

７
月
16
日
（
水
）
13
時
～
16
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市
町

　

大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９４２ ２８０ １，２２２ －７４

男 ４７３ １６２ ６３５ －５２

女 ４６９ １１８ ５８７ －２２

世帯数 ５１５ ２７３ ７９１ －７３

※令和７年５月３１日現在

■今月の表紙
　今月の表紙は、都小学校閉校記念大
運動会からの一枚。
　都小学校最後の運動会。子どもたち
や地域の方々が一つになって会場は盛り
上がっていました。また、当日は、国際
交流事業で来村していた北海道教育大
学の留学生たちも参加し、一緒に運動
会を楽しんでいました。

む
ら
の
日
誌（
５
月
）

住
民
の
ま
ど

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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広報あかいがわは、震災復興型カーボンオフセット用紙を
使用し、ＣＯ２削減事業並びに東北経済復興を応援しています。
また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■少しずつ気温も上がり夏が近づいてきていますね！
　６月上旬に東京に行ってきましたが、30℃近い気温を体感し北海道の暑
さとは違い、陽ざしが強くジンジンするような感じがしました。
　赤井川も暑い日がありましたが、東京での暑さを経験すると北海道の夏
の暑さを耐えきれるような気がします。
　とはいえ、今年の夏は暑くなりすぎないことを祈るばかりです…（古渡）

【発行情報】広報あかいがわ2025年7月号（№722）
■編集・発行／赤井川村総務課企画地域振興係
　　〒046-0592　余市郡赤井川村字赤井川74番地２
　　TEL 0135－34－6211　FAX 0135-34－6644
　　URL https://www.akaigawa.com/　E-Mail info@akaigawa.com
■印刷／㈱総北海　旭川市工業団地２条１丁目１－23

　広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきま
す。皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動
の話題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙
面の都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努
力してまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していま
すので、メール又は郵送でお寄せください。
　広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ
提供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川小学校大運動会
撮影：企画地域振興係　場所：山村広場　撮影日：2025年5月31日

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいませんが、
2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報担当
及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

赤井川村写真館～赤井川の四季～
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